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1>
^

"
•■

，.■ィ
通
生̂

め
鑑
ヒ
附

與

マ

れ

次

來

た

弋

馨

後

办

小

作

翻

係

は

封

建

的

」

：
 

關
係
：そ.の
ま
X

の
榄
承
で
は
あ
つ
たが
、
然
し
そ
が
掷
取
の
た
め
の
翁 

次
ぼ
變
化
じ
、
_
ー
そ
れ
は
ブf
'ジ
:-
T-

的

着

：の
規®

を
受
け
ぎ
る
を
得
な
^

 

つ
た
。
然
し
、
そ
れ
は
決
し
て
在
来
の
現
物
小
作

i
： 

c

封
建
貢
租
ブ
ラ
ス 

-

一
地
主
作
德
米

y

を
廢
止
し
た
こ'と
凌
意
味
せ
ず
、
又
封
建
的
本
質
を
直
ち

に
消
失
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ

の

限

り

で

谨

然

封

趙

的

池

代

範

• 

、擗
內..で
の
■

對
W

條
灼
の
、變:̂
に
：す#

な
^

つ
.た
が
、
：
驰
主
の
13
1

-

#

^

.

^
 

.

^
 

0

 

s

w

,

^

、

め
I

愿

霧

象

怒

た

：

I

で
I

た
。
,

■

國

小
-
f

'

n

f

の
-^

矩
'̂
:-
-
>純
然̂

る
物
納
地
忙
め
段
階
ょ
ヶ
は
寧
ろ

#

納
地
弋
の 

ぺ■

め
：段1

着

納

祂

代

と

金

，納
地
代
|

件
が
，
更

餘

分

的|

'

.:
: 

バ「

分
割
;8
1

小
€

條
祁
す
ら
が#
#

豐

歡

^

|>

歡

と
;'
:
:
-
.

'

範
f

 

!

て
居
3

然

も

策

ぞ

ョ.
允
的
性
質I

分
：に

製

さ

れ

た.
/

:

■

と
考
：へ1

て
■

窘

派
^

の

入

泫

麗
.

3

.量

 

ぃ

封
建
的
土
哪
所
有
め
下
に
_
ぁ
ひ
：
て

r

極
め
，.て
，崎
形
的
特
殊
的
^

極

め

て：：
：

,

ノ 

ロ
ノ
ロ̂
E;
M

:L
P
. 

''.
^

る
所
の 
>
 :

和
M>
g
 

モ
メ 
”

.K>

を
反̂

し
、
' 
^
 

.
'

ン
れ
：を
其
體
的
1

法

的

ち

：矛
谞
の
：

'
モ
メ
^
ふ
 

：
-■
■
■
■:
 

'
し
て
、i

論

■

於
け
£

般

關

霞

鎏

日

遍

龛

化

贫
-■
.

> 

■.

.■
日

本

農

業

藤#

—*

携

i

徵
f

を
行
へ'
'る」

：：

へ
5

>

!/
'
.
.
:

:̂
#

.L

た
と
と
を
指
摘
し
て
 

P

O
P.
;

:.
-
:
:
'

'ぐ
:

.

:

'

'

'

,

.
.

划 
t

®

^

.-
:

i
JM

:(
t

^ t
s

.
'萄
.

叢

籍

介

す

る.

に
留
ゅ
た€

明

治

锥

'
'
ノ

 

..： 

潘
の
激
概.y

f

^

i

^

比
她
制
勝̂

小
作
制
度
が
性
格
規
定
に

^

1 .
;

0/
:
:.
.

.

-'
*

:̂

ダ
も
徽
办
敎1|
的
な
見
财
を
展
開
さ
れ
て
.
ゐ
る
0
.

右
は：！

：

,̂

日
-̂
.

'

-

,

v^
'^
M

.^
^

:.
-
6
茶
.#
^

顧
.に
關
す
る.̂■••
0
,
'
.で
-
-ぁ
-
つ
'
.
.て
^
 ̂

....

.

.

.

「

,

本
喪
本*
顏

.と
：日.本
徵
攀4

發
展」

-

.

'
.
V
;:
-
.
.

:
.
.
9
-重
激
に.向
け
.
'
&
れ
る
 

9 :

-■
.

.

..

ぐ.
;

-

、

- '...-VV:.、
 

'
.':
:
■:
'■
■■
:
.
:
.
.
.

.

-!
.
一：.
.
广

⑴
惯
太
佛
及
蕃
/

つ
灭
京
刺
の
顧
濟
的
恶
礎
分
析

^

を
參
照
。

>

.

'

:ゾ
，
.丨 

へ
.

.,

.
:
パ

:,
.:
.
'
ー,

-

本

書

の

麗

道

猶

藝—

黎
^

諶
礎
附
關
係
の
上
が
發
展
す
る
所

：
. 

，
の

フ

ル

シ

ョ

.

ァ

渺

諸

灌

素

の

追

^

で

あ

る

。

：

.
p問

題

；
t
fM^
.
ic

.日

本

資

本

主

ぃ

1

VM
1

帶

:|

於

げ

裏

勝

達

業

部

面

の
.
露

歡

0
 g

.

ぃ

.

の

の

分

遺

：な
さ
れ
：な
け
れ
ば
な

«0
:

な
1:
>

。.へ
そ
め
嶷
合
に
於
-\

該
過̂

:

の
重
翦
內
容
を
構
成
す
f

の
4

ド
が.
、
：
家
一

2
：

的
手
工
業H
副
業
のU

賢 

本
、壬
義
的

H
J

場
經
營
に
ょ
つ
：
て
漸
次
贫
服
ざ
れ
で
行
ぐ
歡
齋
に
あ
る
事
ば

|>
1

^

%

0

 が
、

'
‘

.:,
:

然
:̂

他
の
：
5

;>

恶

齑
_

.

係
.
の<
上
に
、
然
も
發
展
す
^

所

の

：
商

業

的

農

槳

.、
：
換

言

す

れ

ぱ

市

場

目

當 

r

の

、

賣

る

肩

め

：
の

農

讓

營

：
の

發

展

で

^

け
杜
ば&-
ぢ

だ

辑̂

0『

一」

、 

丄:-
1

沐

六
}

3
Q
,
:

內

容

狀
a.
地
生
的
坐
避
力
め
發
展
並
に
流
通
部
面
の
合
理
へ

' 

.
化

：
パ
：
上

篇

第

ニ

章

第

酞

節

、
：
痦

五

沛

>
:
:、

b.
,

华

卦

建

蘖

礎

的

關

係

の

.上

• 

.
に
發
展
す
る
所
の
商
業
的
農
業

j
:

へ"
C
-T

篇
第
w『

節
I

缎
：
#

>

o-
,

.

の
問
題
い'
:

「

封

建

的

土

地

霞

を

根

本

鍵

解

決

ぜ

：ず
、
，

.
む
1:
ろ
自 

•
ち
；を
封
建©
^

地

馨
.
の

垒

國

模

に_

を
領
有
ど
池
粗
確
保
め
.
上

： 

■

に
、̂

ル
ジ：
* .

K

的
關
係
を
急
連
に
育
成
じ
な
け
れ
ば
な

-̂

な
が
づ
：
^

f

ン：
:

一c

汍
洗
頁̂

明
治
政
府
ぼ
舊
來
の
練
地
關
係
を
變
；へ
：か
事
離

.

^

が
.
ら
：の■: 

&

需

發

遛

を

企

姻

し.た
;0
.务

れ

ほ

：資
本.主
義
の
發
達
ど
共
泛
ブ
.

ル
，
ジ

，
，
.
：

.

_

■

一 

〇
ー
ー
一
、
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O
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.

募

资

本
H

本

業

，
の
•重
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パ
：

：

：

_
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-

-

.

.

.

、

：
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' 

: 

-
-

一：
.
-
.
.
-
-
.
.
-
'

. 
,

>

,.
地
問
題
を
徹
底
的
に
解
決
せ
ず
し
て
、
然
も
農
槳
を
ブ
ル

.
ジ*

ァ
的
市
場 

關
係
に
適
應
せ
し
め
ね
ば
及
ら
ぬ
場
合
に

®

ら
れ
る
ブ
ル
ジ™

ァ
的
1

 

的」

面

で

あ

っ

た<
°

謹
的
自
作
と
蘇
坐
地
至
的
土
地
所

#

p

滿
冷
P

-

B

'

:
 

於

て

緩

慢

な

長

い

-?
?
■

に

充

ち

た

改

良

的

な

上

か

ら

の

地

主

的

な

道

で

あ

1

蒙

#

衰

霍

き

麻

特

め

霞

，
.へ

で
あ
り
，
農

榮

は

I

擧
に
®

f

坐
齪
の
蚀
質
を
揋
得
す
る
の

•

で
は
な
く
、 

そ
の
^:
.

#

の
化
方
は
極
め
て
多
種
^

^

で
あ
る
。
農
榮
に
於
け
る
資
本
主 

'義
の
成
長
は
何
ょ
り
も
先
づ

g

然
亂
濃
屬
ょ
り
商
滎
的
農
粲
へ
の
推
移
と

'

V

し
で
、
或
は
ぞ
拟
ば

"： 1
_

か
生
_

物
か
ら
他
の
坐
產
物
，
^
 

;の
雅
移
ど1.
:
て
：
一
 

现
れ
て
來.る
期
は
理
論
の
敎
ふ
る
1
ど
こ
ろ
で
あ
る0 

(

註
一)

然
も
.そ
の 

'
•
過
程
が
如
何
程^
^

で
あ
：れ
.>

又
そ
め
條
件
が
如
何
程
特
殊
的
で
あ
れ
、

鼓
私
主
亂
の1
晓
法
則
ば
务
ら
ゆ
る
國
に
於
で

«

徹
し
.
：て

行

く.°
:;
|
|
|
座

減

：
.
へ 

理
論̂

農
雞
|

:

の̂

^

祀

於.て「

應
の
成
染
を
擧

i
つ

乂

〃
尊
ら
日
.
. 

產
榮
の
特
殊
性
と
七
て
の
十
：地
問
題
の
究
明
に
集
中
し
、
そ
の
特
殊
姓 

を
茁
視
す
る
結
染
、
日
木
の
特
義
に
带
仙
さ
れ
制
約
さ
れ
っ

X

も
農
樂 

へ.、_

_

於

義

醫

碁

畫

則

が:M
徹
し
、
、
麗

的

穩

が

發

隹

し

.：

つ
、
あ
る̂
1̂

の
輕
視
或
は̂

定

に

陷

入

る

傾

向

を

，
有

し

て

ゐ

た
0

こ
れ 

ら
に
#

す
シ
批
利
は
前
述
せ
る
如
く
終

®

後

に

於

て

活

撥

に

^

^

せ

ら
れ 

'■
:
:

つ

允

各

芩

が
;^
®

E

昭

轨

十1
^

墨

著
^

^

て

卑

べ

も

此

等

の

"
間

題

を 

ニ 一 ..

典i

的
資
蛛
ば̂
0

究

明

扣

つ

：

\

抓
§

^

^

し
た
激
は̂

觅
と
沄
は
ね': 

ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

'-
.

-

-

-

' 

•

.

1
〇

赃

•
a
o
s
o

 

‘ 

'

.

に
於
て
如
何
に
し
て
自
然
的
農
業
が
，商
業
的
農
樂

'
•へ
と
！
^

し

て

、
 

.
行
っ
た
で
お̂
ぅ
か
。
德
川
封
建
制
下
1
2

於
て
米
ま
苹
貨
の
形
態
が
屬
槊

一.屢

尥

醇

發

達

藝■

_

*

疆

1:
:

養

没
_

身

^

審

：ン

，

■

者i

身
に
よ
る
商
品
流
通
の
發
達
を
妨
げ
て
ゐ
た

0

養

る

に

漸

次

そ

；
の

极

-

 

本

に

於

て一

ブ
の
矛®

を
內
今M
じ
て
ゐ
たo

本
时
畑
以
外
の
年
贯
は
木
田
卜 

_
畑
に
此
し
，て
輕
租
で
あ
づ
た
ば
か
り
で
な
ぐ

1

漸
次
永
納
へ
の
傾
尚
を
ふ 

く

み

っ

ぐ

あ

っ

た

® 

(
1

五
：
三

K
.
)

か
く
で
農
民
自
汾
に
よ
る
農
產
物
の 

商
品
化
は
ま
ず
本
田
畑
以
外
に
於
て
、
特
に
水
田
に
比
し
畑
地
に
於
て
宿 

"
；

霞

を

示

し

っ.ー
、

あ

：
っ
^

'

*

吻

典

趣

的

代

篆

の
:-

づ

-^
蒸
蠶
橥
に
觅
出
ぃ
ぐ 

せ
た
。
そ
れ
は
米
そ
の
も
の
、
商
品
化
の
過
程
は
領
生
及
德
米
收
得
者
に 

眩
る
も
の.
で
あ
つ
た
の
に
厨
比
し
て
厨
た
。
か
く
の
制
く
若
千
と
も
坐
產 

.
物
商
品.化

の

發

展

を

見

：
っ

?,
-

あ
'
つ
た
我
韻
農
寒
は
明
始
維
新
を
機
と
し

:̂
^
^
^
^

1

曆
_

し
進
め
ら
ル
る
こ
と
と
な
つ
た
。
維

議

苹

と

そ

れ

に

次

ぐ

地

租 

の
金
納
化
の
過
程
ば
念
速
に
商
品
虫
產
化
を
强
行
せ
し
め
た
の
で
あ
っ 

■:
'

ぢ
0

>

:

2

六
.

&

寅5
.

一：か 
>

;
る
場
合
地
代
關
係
よ
谱
多
少
と
水
永
田
.に
此
し 

,

.有
刹
だ
狀
態
に
置
か
れ
.
て.
ゐ

た

畑

作

部

面

；
に

於

で

、

.

值
廣
坐
簏
漭
に
よ
る
.
： 

-

農

馨

商

品

他i

促
進
せ
ら
れ
た
。
卽

あ
-̂
|

作
部
|8
1

に

於

て

は

畓

に

及 

、

し
地
價
敗5g
-

M,

が
故
廉
ゼ
地
租.の

負

擔

ゼ

輕
^

小
作
關
屬
‘に
於

て

有

利
' 

で
あ
り
？
地
代
の
持
つ
制
約
を
比
較
的
少

f

か
ら
し
め
る
可
能
他
が
存
し

- 

た
か
ら
で
あ
つ
た
a*
"

(

一
 

六
〇
贺)

布
の
關
係
は
逆
に
'劳
へ
ば
水
田
に
比 

\

し
⑽
矶
ヰ
に
於
て
は
地
^

所
#
が
相1|
*

的
に
做
少
で
あ
り
、
そ
れ
故
よ
り 

多
く
自
阱
の
傾
向
を
：

7K

し
て
ゐ0
た
。
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^

不
*

身

畜

果

道

：：っ
た
0

、̂
,

め

辄

害

ば

«

ら
ハ

反
應
す
る
を
不
可
避
と
し
'
,
裏

坐

_

を

し

で

急

速

に

商

品

_

奢

た
 

ハ竟
變於
け各
達的
意蒸

■

藤

、

.

.

穀

物

資

料

の

_

を

放

棄

し

て

ま

で

V

商
恥
的
農
か
の
猜
に
進
展
す
る
ノ

.

:::.,

項
^

鑛

对

货
^'

■

。
,'
.

;

0
笑

に

は

種

々

の

醤

作

物

代

作

關

係

ど

々

現

は

れ

、
特

&

作(

米)

及

び： 
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■

の-

1

M
.

へ.

の

分

化

策

靡

雙

し

：
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を
こ
ル
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け

つ
1

 

阅"
I

儘

と

し

て

、
漸
次
資
本
主
毂
的
市
場
に
备
き
込
ま
れ
、

V 

,
.へ
：:-
#

に
;̂
*

^

^

^

|

;

營̂
を
も
成
ポ
货
む
威
着
^

至
っ
.
た

躲
|#
;

:

#

培
V
 

.

榮

栽

：
^

、
製
茶
等
を
見
る
の
'
で
あ
る
。(

第
五
節)

、七
暴
で
^
摩 

‘

は̂

^

n

f

與f

て
ゐ
る
。「

勿
論
こ
う
し
た
部
分
i

f
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